
金属部品生産プロセスのデジタルツイン
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⇒周方向の冷却速度差による熱収縮、ﾍﾞｲﾅｲﾄ膨張のﾀｲﾐﾝｸﾞ差によりひずみ発生

20秒付近の冷却条
件を修正し，低ひず
み化を図った．

<Application>

歯車部品の熱処理ひずみ低減事例

Phase Field法による
金属組織形成
シミュレーション

Deep Leariningによる
金属組織の自動定量化

当研究室では金属部品製造プロセスで起きる諸現象のデジタル化(デジタルツイン)
と，諸現象の交互作用の解明を進めています

ギアでの例

クランクシャフトでの例


